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下
田
歌
子
の
宮
中
出
仕
と
〝
歌
子
〟
名
下
賜
前
後
の
考
察

小

林

　

修

は
じ
め
に

　

大
正
九
年
四
月
十
一
日
、
下
田
歌
子
は
明
治
聖
徳
記
念
学
会
に
於

い
て
「
昭
憲
皇
太
后
陛
下
の
御
坤
徳
」
と
題
す
る
講
演
を
な
し
た
が
、

こ
の
記
録
は
同
年
十
月
印
刷
に
付
さ
れ
同
学
会
か
ら
刊
行
さ
れ
て
い

る
。
若
く
し
て
昭
憲
皇
太
后
の
身
近
に
仕
え
、
歌
の
御
相
手
を
勤
め

た
女
官
時
代
の
回
想
を
謹
述
し
た
だ
け
に
、
き
わ
め
て
興
味
深
い
も

の
が
あ
る
。
例
え
ば
公
に
さ
れ
て
い
な
い
昭
憲
皇
太
后
の
和
歌

「
こ
ゝ
に
わ
か
し
め
し
む
し
ろ
は
せ
ま
く
と
も
ひ
ろ
く
た
つ
ね
ん
ふ

み
の
は
や
し
を
」
や
「
ひ
と
こ
と
の
し
け
さ
き
く
に
は
ま
さ
り
け
り

の
き
は
に
ち
か
き
せ
み
の
も
ろ
こ
え
」
な
ど
に
ま
つ
わ
る
挿
話
は
、

歌
意
だ
け
で
は
窺
う
こ
と
の
出
来
な
い
昭
憲
皇
太
后
の
面
影
を
歴
々

と
伝
え
て
貴
重
な
証
言
と
な
っ
て
い
る
。「
昭
憲
皇
太
后
と
下
田
歌

子
」
の
関
係
を
考
察
す
る
に
は
、
右
の
記
録
に
勝
る
も
の
は
無
い
と

思
わ
れ
る
。
本
稿
は
さ
ら
に
焦
点
を
絞
り
、
若
き
日
に
昭
憲
皇
太
后

の
恩
寵
を
蒙
り
、「
歌
子
」
の
名
を
賜
っ
た
宮
中
出
仕
前
後
の
下
田

歌
子
に
つ
い
て
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。

1

　

平
尾
鉐せ
き

（
後
の
下
田
歌
子
）
は
、
安
政
元
年
（
一
八
五
四
）
美
濃
国

岩
村
（
岐
阜
県
恵
那
市
岩
村
）
に
岩
村
藩
士
の
父
平
尾
鍒
蔵
と
母
房
子

の
長
女
と
し
て
生
ま
れ
た
。
祖
父
は
東
條
琴
臺
で
あ
る
。
曾
祖
父
平

尾
鍬
蔵
（
号
它
山
）
は
藩
主
松
平
能
登
守
（
当
時
幕
府
老
中
）
の
側
用

人
と
し
て
江
戸
詰
め
の
頃
、
大
田
錦
城
に
師
事
し
た
が
、
嫡
男
を

失
っ
た
た
め
、
娘
貞
に
婿
養
子
を
迎
え
る
必
要
に
迫
ら
れ
た
。
そ
こ

で
錦
城
に
門
下
の
有
望
な
者
の
斡
旋
を
依
頼
し
た
。
か
く
し
て
師
錦

城
の
愛
弟
子
た
る
東
條
琴
臺
が
平
尾
家
に
入
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し

て
琴
臺
と
貞
の
間
に
生
ま
れ
た
の
が
、
鉐
の
父
鍒
蔵
で
あ
る
が
、
こ

の
婚
姻
は
平
尾
家
に
と
っ
て
不
幸
な
結
末
を
迎
え
る
こ
と
と
な
る
。

岩
村
藩
主
松
平
乗
蘊
の
第
三
子
は
林
大
学
頭
述
斎
で
あ
る
。
林
家
七
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世
大
学
頭
錦
峯
が
没
し
て
嗣
な
く
、
幕
府
に
請
わ
れ
て
林
家
八
世
を

襲
っ
た
。
述
斎
は
永
く
学
政
を
督
学
し
、
昌
平
坂
学
問
所
を
確
立
し

官
学
の
権
威
を
復
興
し
た
。
ま
た
幕
府
儒
官
佐
藤
一
斎
も
岩
村
藩
老

臣
で
あ
り
、
述
斎
と
は
縁
戚
関
係
を
結
ん
だ
。
し
た
が
っ
て
、
藩
主

松
平
家
・
林
家
・
佐
藤
家
は
強
い
絆
で
結
ば
れ
、
藩
学
の
主
流
は
当

然
の
こ
と
な
が
ら
朱
子
学
で
あ
っ
た
。
一
方
、
琴
臺
の
師
大
田
錦
城

は
所
謂
折
衷
学
派
の
泰
斗
で
あ
る
。
こ
の
二
学
派
の
対
立
が
深
刻
な

も
の
と
な
る
に
及
び
、
岩
村
藩
に
於
け
る
琴
臺
は
異
端
と
指
弾
さ
れ

苦
衷
の
中
に
平
尾
家
を
去
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
平
尾

它
山
も
ま
た
琴
臺
の
将
来
を
思
い
や
り
、
こ
れ
を
認
め
た
と
い
う
。

時
に
文
久
二
年
琴
臺
二
五
歳
、
前
年
に
生
ま
れ
た
一
子
福
太
郎
（
鍒

蔵
）
を
残
し
て
の
離
別
で
あ
っ
た
。
旧
姓
に
復
し
た
琴
臺
は
、
そ
の

後
越
後
高
田
藩
榊
原
氏
の
儒
臣
と
な
る
も
、
嘉
永
三
年
に
著
し
た

「
伊
豆
七
島
図
考
」
が
幕
府
の
忌
緯
に
触
れ
、
藩
邸
に
幽
せ
ら
れ
た
。

以
後
高
田
に
移
さ
れ
住
す
る
こ
と
十
八
年
、
私
塾
を
開
き
藩
士
に
教

授
し
た
。
ま
た
藩
学
修
道
館
落
成
に
伴
い
教
授
職
に
補
せ
ら
れ
た
。

一
子
鍒
蔵
は
成
長
し
岩
村
藩
勤
皇
派
と
し
て
活
動
、
度
々
譴
責
を
受

け
幽
閉
に
も
及
ん
だ
。
こ
の
間
、
藩
主
も
替
わ
り
、
鍒
蔵
の
代
に
な

る
と
、
琴
臺
と
平
尾
家
と
の
間
の
音
信
も
、
黙
認
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
慶
応
年
間
に
鍒
蔵
は
藩
許
を
得
て
越
後
に
琴
臺
を
訪
ね
、

初
め
て
父
子
面
会
を
果
た
し
た
と
い
う
。
鍒
蔵
四
十
歳
、
未
だ
幼
少

の
鉐
に
と
っ
て
も
忘
れ
が
た
い
記
憶
と
な
っ
た
。
明
治
元
年
に
至
り

岩
村
藩
は
家
老
丹
羽
瀬
市
左
衛
門
に
よ
り
漸
く
藩
論
を
勤
王
に
統
一

さ
せ
た
。
明
治
維
新
後
、
琴
臺
は
い
ち
早
く
鎮
将
府
の
命
を
受
け
て

上
京
、
昌
平
黌
に
お
い
て
儒
学
を
講
じ
た
。
明
治
元
年
七
月
、
琴
臺

七
十
四
歳
で
あ
る
。
褒
賞
慰
労
さ
れ
高
田
に
帰
っ
た
が
、
明
治
三
年

再
び
徴
さ
れ
て
神
祇
官
宣
教
少
博
士
に
任
じ
ら
れ
た
。
他
方
、
平
尾

鍒
蔵
も
同
年
秋
、
宣
教
使
吏
生
に
任
じ
ら
れ
単
身
上
京
し
て
い
る
。

再
び
生
き
て
父
子
の
対
面
が
叶
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
明
治
維
新
を

経
て
、
平
尾
家
に
漸
く
明
る
い
光
が
差
し
込
み
始
め
た
の
で
あ
る
。

　

翌
明
治
四
年
、
十
八
歳
に
な
る
鉐
が
上
京
し
た
の
は
四
月
の
こ
と

で
あ
る
。
そ
し
て
明
治
五
年
十
月
に
宮
中
出
仕
を
果
た
す
こ
と
に
な

る
の
だ
が
、
本
稿
で
は
、
平
尾
鉐
の
上
京
前
後
と
宮
中
出
仕
そ
し
て

昭
憲
皇
太
后
よ
り
の
「
歌
子
」
名
下
賜
に
関
し
て
、
実
践
女
学
校

『
香
雪
叢
書
（
（
（

』・
西
尾
豊
作
『
下
田
歌
子
傳
（
（
（

』・
実
践
女
学
校
『
下
田

歌
子
先
生
傳
（
（
（

』
等
に
触
れ
ら
れ
る
こ
と
の
無
か
っ
た
資
料
を
通
し
て

考
察
し
て
み
た
い
。

2

　

明
治
二
十
五
年
七
月
、
雑
誌
『
志
か
ら
み
草
紙
』（
森
鷗
外
主
宰
）

第
三
四
号
に
加
藤
雄
吉
が
「
歌
話
五
則
」
と
い
う
随
筆
を
載
せ
て
い

る
。
そ
の
冒
頭
「
お
の
が
家
に
蔵
せ
る
八
田
翁
の
自
筆
の
う
ち
に
左

の
歌
あ
り
。」
と
述
べ
、「
せ
き
子
の
宮
つ
か
え
し
け
る
を
よ
ろ
こ
ひ

て
」
と
詞
書
き
の
あ
る
歌
二
首
を
紹
介
し
て
い
る
。
そ
し
て
「
こ
の
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せ
き
子
と
は
今
の
下
田
歌
子
ぬ
し
な
り
と
い
う
も
の
あ
り
、
い
か
に

や
。」
と
問
い
か
け
て
い
る
。
八
田
翁
と
は
桂
園
派
歌
人
八
田
知
紀

で
あ
る
が
、
そ
の
二
首
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

こ
と
の
葉
の
ま
こ
と
を
道
の
し
る
べ
に
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　

位
の
山
は
の
ぼ
り
初
め
け
ん

九
重
の
お
ほ
う
ち
山
に
さ
き
て
こ
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
と
葉
の
花
の
実
は
結
ぶ
ら
め

　

前
述
の
ご
と
く
、
下
田
歌
子
は
も
と
平
尾
鉐
と
言
い
、
八
田
知
紀

に
歌
を
学
ん
だ
こ
と
も
既
に
明
ら
か
な
事
実
で
あ
り
、
こ
れ
が
下
田

歌
子
（
当
時
平
尾
鉐
）
の
宮
中
出
仕
を
祝
っ
て
師
か
ら
贈
ら
れ
た
歌

で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
翌
月
の
『
志
か
ら
み
草
紙
』（
第
三

五
号
）
に
も
萩
園
主
人
（
落
合
直
文
）
が
「
加
藤
ぬ
し
の
歌
話
」
で
こ

れ
に
応
え
「
故
八
田
翁
の
歌
の
こ
と
ば
が
き
に
、
せ
き
子
の
宮
づ
か

へ
し
け
る
を
よ
ろ
こ
び
て
、
と
あ
る
此
せ
き
子
は
、
今
の
下
田
歌
子

ぬ
し
な
り
と
い
う
も
の
あ
り
、
い
か
に
や
、
と
あ
る
は
、
げ
に
も
下

田
の
こ
と
な
る
べ
し
、
歌
子
は
も
と
み
の
の
国
岩
村
の
人
、
平
尾
氏

の
女
に
て
、
は
じ
め
の
名
せ
き
子
と
い
へ
り
、
幼
き
よ
り
歌
を
よ
く

よ
み
て
、
人
に
し
ら
れ
た
る
才
女
な
り
。」
と
述
べ
て
い
る
。
ち
な

み
に
、
加
藤
雄
吉
は
郷
里
に
埋
も
れ
た
人
物
だ
が
、
明
治
六
年
生
ま

れ
の
鹿
児
島
の
人
。
年
少
の
時
上
京
し
桂
園
派
の
松
浦
辰
男
に
師
事

し
た
。
同
門
に
若
き
日
の
松
岡
（
柳
田
）
国
男
・
田
山
花
袋
な
ど
が

い
る
。
加
藤
と
鷗
外
に
つ
い
て
は
別
稿
（
（
（

に
触
れ
た
こ
と
が
あ
り
、
繰

り
返
さ
な
い
が
、
八
田
知
紀
も
旧
薩
摩
藩
士
で
あ
る
こ
と
を
想
起
す

れ
ば
、
加
藤
の
家
に
八
田
の
書
が
あ
っ
た
こ
と
は
不
思
議
で
は
な
い
。

と
す
れ
ば
、
こ
れ
は
著
名
な
歌
人
の
歌
に
下
田
歌
子
（
平
尾
鉐
）
の

名
が
現
れ
た
最
初
の
も
の
と
言
う
こ
と
が
出
来
よ
う
。
平
尾
鉐
は
明

治
五
年
十
月
二
十
三
日
宮
中
に
出
仕
、
宮
内
省
十
五
等
出
仕
に
補
せ

ら
れ
て
お
り
、
右
二
首
は
そ
の
前
後
の
作
と
見
ら
れ
る
が
、
知
紀
は

翌
明
治
六
年
九
月
二
日
六
十
五
歳
で
没
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、

最
晩
年
の
歌
で
も
あ
る
。
鉐
の
歌
才
を
高
く
評
価
し
、
大
内
山
（
宮

中
）
で
さ
ら
に
大
き
な
花
を
咲
か
せ
実
を
結
ば
せ
る
こ
と
を
予
祝
し

た
老
師
の
真
情
溢
れ
る
二
首
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
鉐
が
八
田
知
紀
に
師
事
し
た
の
は
、
岩
村
時
代
か
ら

と
も
上
京
後
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。『
下
田
歌
子
先
生
傳
』
に
は
、

八
田
の
「
君
も
わ
れ
も
都
と
と
も
に
移
り
き
て
あ
そ
ぶ
も
ふ
か
き
契

な
ら
ず
や　

知
紀
」
と
あ
る
短
冊
写
真
が
小
さ
く
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

現
在
実
践
女
子
学
園
の
「
下
田
歌
子
関
係
資
料
総
目
録
」
に
は
此
の

短
冊
の
存
在
は
確
認
で
き
な
い
が
、
上
京
直
後
の
平
尾
鉐
に
贈
ら
れ

た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
歌
意
か
ら
見
れ
ば
鉐
の
入
門
は
上
京
後

と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
以
前
に
も
書
信
に
よ
る
添
削
応
答
が
あ
っ

た
と
も
解
さ
れ
る
。
既
に
触
れ
た
よ
う
に
、
祖
父
東
條
琴
臺
と
父
平

尾
鍒
蔵
が
宣
教
使
少
博
士
と
吏
生
に
任
じ
ら
れ
た
の
は
明
治
三
年
で

あ
っ
た
が
、
八
田
知
紀
も
同
年
宣
教
使
少
博
士
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
。

と
す
れ
ば
、
祖
父
・
父
を
通
じ
て
岩
村
に
在
る
鉐
の
入
門
が
取
り
計
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ら
わ
れ
た
可
能
性
も
充
分
考
え
ら
れ
る
。
知
紀
門
下
の
高
足
高
崎
正

風
（
（
（

に
よ
れ
ば
、
鹿
児
島
時
代
・
京
都
時
代
を
通
じ
て
、
知
紀
に
は
各

地
の
弟
子
筋
か
ら
添
削
を
乞
う
歌
稿
が
多
数
送
ら
れ
て
い
た
と
い
う
。

そ
し
て
鉐
が
上
京
し
た
明
治
四
年
に
は
、
知
紀
は
宣
教
使
中
博
士
に

補
せ
ら
れ
、
翌
五
年
四
月
宮
内
省
に
転
じ
、
八
等
出
仕
歌
道
御
用
掛

を
命
じ
ら
れ
て
い
る
。
か
く
し
て
十
月
に
至
り
、
八
田
知
紀
・
高
崎

正
風
等
の
推
挽
に
よ
り
平
尾
鉐
の
宮
中
出
仕
（
宮
内
省
十
五
等
出
仕
御

書
物
掛
）
が
果
た
さ
れ
る
の
だ
が
、
同
時
に
知
紀
は
七
等
出
仕
に
補

せ
ら
れ
て
い
る
。
先
の
「
せ
き
子
の
宮
つ
か
え
し
け
る
を
よ
ろ
こ
ひ

て
」
と
詞
書
き
の
あ
る
二
首
は
こ
う
し
た
中
で
詠
ま
れ
た
も
の
で
あ

る
。

　

さ
て
、
こ
こ
で
さ
ら
に
一
首
、
平
尾
鉐
の
宮
中
出
仕
を
祝
っ
た
歌

を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

　
　

平
尾
せ
き
子
の
君
の
大
宮
つ
か
え
に
ま
ゐ
ら
せ
る
折
に　

ゆ
く
末
を
雲
井
は
る
か
に
あ
ふ
き
て
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ほ
目
の
前
に
ち
る
な
み
た
哉

　

こ
れ
は
樋
口
一
葉
の
師
と
し
て
著
名
な
中
島
歌
子
の
歌
で
あ
る
。

没
後
に
門
下
に
よ
り
編
ま
れ
た
『
萩
の
し
つ
く
（
（
（

』
に
収
録
さ
れ
て
い

る
。
中
島
は
天
保
十
二
年
（
一
八
四
一
）
生
ま
れ
。
一
説
に
弘
化
元

年
生
ま
れ
と
も
伝
え
ら
れ
る
が
、
鉐
よ
り
も
ひ
と
回
り
ほ
ど
年
長
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
加
藤
千
浪
門
下
の
桂
園
派
歌
人
。
歌
塾
萩
の
舎

を
開
く
の
は
明
治
十
年
頃
で
あ
り
、
歌
子
と
改
名
し
た
の
も
こ
の
年

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
右
の
歌
を
詠
ん
だ
時
に
は
前
名
の
中
島
と

せ
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ち
な
み
に
樋
口
一
葉
が
入
塾
し
た
の
は

明
治
十
九
年
、
十
五
歳
の
時
で
あ
る
。
当
初
歌
子
と
の
み
聞
き
、
下

田
歌
子
と
間
違
え
て
入
門
を
依
願
し
た
逸
話
は
一
葉
日
記
（
（
（

の
伝
え
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
中
島
は
同
門
の
伊
東
祐
命
が
御
歌
所
に
入
っ
た
と

こ
ろ
か
ら
高
崎
正
風
な
ど
御
歌
所
派
の
知
遇
を
得
た
と
さ
れ
る
が
、

右
の
時
点
で
は
八
田
知
紀
が
存
命
で
あ
り
、
同
じ
桂
園
の
流
れ
を
汲

む
者
と
し
て
、
知
紀
の
知
遇
を
得
、
知
紀
を
通
じ
て
平
尾
鉐
と
交
流

が
生
じ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
後
世
か
ら
見
れ
ば
、
歌
子
よ
り
歌
子

に
贈
ら
れ
た
歌
と
い
う
こ
と
に
な
り
興
味
深
い
が
、
こ
の
時
点
で
は

未
だ
二
人
と
も
歌
子
を
名
乗
っ
て
は
い
な
い
。
中
島
と
せ
か
ら
平
尾

鉐
に
贈
ら
れ
た
歌
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
時
点
の
二
人
の
結

び
付
き
は
意
外
で
あ
り
、
い
っ
そ
う
興
味
深
い
と
言
え
よ
う
。

3

　

明
治
五
年
十
月
二
十
三
日
宮
内
省
十
五
等
出
仕
に
補
せ
ら
れ
、
宮

中
出
仕
を
果
た
し
た
平
尾
鉐
は
、
間
も
な
く
昭
憲
皇
太
后
か
ら
歌
の

才
を
愛
で
ら
れ
歌
子
の
名
を
下
賜
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
そ

の
こ
と
は
何
に
よ
っ
て
世
に
知
ら
れ
、
ま
た
ど
の
時
点
の
何
の
歌
に

よ
っ
て
歌
子
の
名
を
賜
っ
た
の
か
。
こ
う
し
た
こ
と
は
現
在
に
至
る

も
未
だ
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
明
治
十
二
年
の
篠
田

仙
果
編
『
明
治
英
銘
百
詠
撰
（
（
（

』
に
は
、「
平
尾
歌
子
」
に
つ
い
て
次
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の
よ
う
な
紹
介
文
と
と
も
に
、
和
歌
一
首
と
絵
姿
が
紹
介
さ
れ
て
い

る
。　

君
は
旧
岩
村
藩
士
平
尾
鍒
蔵
氏
の
女
な
り
初
の
名
を
於
鉐
と

云
天
質
英
邁
に
し
て
和
歌
を
好
み
年
十
三
の
折
千
草
の
染
替
五

巻
を
あ
ら
は
す
学
和
漢
を
兼
明
治
五
年
宮
内
省
十
五
等
出
仕
に

補
せ
ら
れ
御
書
物
掛
り
を
命
じ
ら
れ
幾
程
も
な
く
権
命
婦
を
拝

命
す
画
上
の
詠
は
歌
と
名
を
賜
り
し
と
き
よ
め
る
な
り
。

　

　
　

ほ
と
も
な
き
袖
に
は
い
か
が
つ
つ
む
べ
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
内
山
に
つ
め
る
若
菜
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
尾
歌
子

　

右
の
歌
が
歌
子
名
を
下
賜
さ
れ
る
対
象
と
な
っ
た
も
の
と
解
す
る

向
き
も
あ
る
が
、「
若
菜
」
と
「
我
が
名
」
を
掛
け
て
い
る
と
こ
ろ

か
ら
見
て
、
こ
れ
は
「
歌
子
」
と
い
う
名
を
賜
っ
た
折
の
、
そ
の
栄

誉
に
対
す
る
答
礼
の
歌
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

明
治
十
年
代
に
は
こ
の
よ
う
な
書
物
が
多
く
版
行
さ
れ
た
が
、
も

う
一
つ
明
治
十
四
年
の
安
井
乙
熊
編
『
明
治
英
明
百
人
首
（
（
（

』
に
も

「
権
命
婦
平
尾
歌
子
」
と
し
て
次
の
よ
う
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　

君
は
初
め
名
を
阿
鉐
と
云
ふ
旧
岩
村
藩
士
平
尾
鍒
蔵
氏
の
女

な
り
其
の
性
怜
悧
頴
敏
に
し
て
和
漢
の
学
に
達
し
殊
に
和
歌
を

善
く
す
年
十
三
の
と
き
千
艸
の
染
替
五
巻
を
著
は
す
其
の
学
才

想
ふ
可
き
な
り
明
治
五
年
宮
内
省
十
五
等
出
仕
御
書
物
掛
を
命

図１　篠田仙果編・生田芳春画
『明治英銘百詠撰』（明治12年11月、文泉堂）

図 2　安井乙熊編・松斎吟光画
『明治英明百人首』（明治14年4月、錦松堂）
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ぜ
ら
れ
幾
く
程
も
な
く
権
命
婦
を
拝
命
す
曽
て
名
を
歌
と
賜
ひ

し
時
の
詠
に　

程
も
な
き
袖
に
は
い
か
が
つ
つ
む
べ
き
大
山
内

に
つ
め
る
若
菜
を

　

権
命
婦
平
尾
歌
子

つ
れ
つ
れ
と
雨
に
こ
も
り
て
我
山
の

　
　
　
　
　
　
　

さ
く
ら
み
る
日
は
珍
ら
し
き
か
な

　

記
事
内
容
は
両
者
と
も
ほ
ぼ
同
様
で
あ
り
、
歌
子
名
を
下
賜
さ
れ

た
時
の
歌
も
「
大
内
山
」
が
後
者
は[

大
山
内]

に
な
っ
て
い
る
他

は
同
一
で
あ
る
。
そ
の
他
、
明
治
十
一
年
作
と
見
ら
れ
る
「
雨
中

花
」
の
一
首
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
が
目
新
し
い
。
ち
な
み
に
右
の

「
雨
中
歌
」
は
佐
々
木
弘
綱
撰
『
千
代
田
歌
集
（
（（
（

』
第
一
（
明
治
二
三
年
）

の
春
の
部
に
も
収
録
さ
れ
て
お
り
、
十
年
以
上
経
て
も
世
の
人
に
読

ま
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
明
治
十
年
以
降
は
、
こ
う
し
た
通
俗
的

書
物
に
よ
っ
て
下
田
（
平
尾
）
歌
子
の
名
は
広
く
世
に
知
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
行
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。『
下
田
歌
子
先
生
傳
』
な

ど
に
よ
れ
ば
、
歌
子
の
名
を
賜
っ
た
の
は
、
宮
中
出
仕
か
ら
二
ヶ
月

ほ
ど
後
の
明
治
五
年
十
二
月
の
こ
と
と
い
う
。
当
時
地
方
の
士
族
の

娘
が
宮
中
に
出
仕
す
る
こ
と
自
体
が
異
例
で
あ
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、

歌
才
を
愛
で
ら
れ
名
前
ま
で
賜
っ
た
こ
と
は
、
異
例
中
の
異
例
と
言

わ
な
く
て
は
な
る
ま
い
。
そ
う
と
す
れ
ば
、
も
う
少
し
早
く
此
の
事

を
広
く
世
に
知
ら
し
め
た
も
の
が
あ
っ
た
は
ず
だ
と
考
え
ら
れ
る
が
、

そ
れ
は
何
で
あ
っ
た
の
か
。
一
つ
は
新
聞
と
い
う
新
し
い
メ
デ
ィ
ア

で
あ
っ
た
。
次
に
紹
介
す
る
明
治
六
年
の
『
郵
便
報
知
新
聞
（
（（
（

』
に
次

の
よ
う
な
記
事
が
見
ら
れ
る
。

　

平
尾
氏
鉐
と
云
ひ
後
改
め
歌
な
る
者
は
、
元
岩
邑
藩
平
尾
鍒

蔵
の
女
に
し
て
元
高
田
藩
東
條
琴
臺
の
孫
な
り
。
岩
邑
に
生
ま

る
。
四
五
歳
の
時
よ
り
怜
悧
に
し
て
常
に
三
十
一
言
を
口
占
し

十
歳
の
頃
に
及
ん
て
一
日
に
一
百
首
の
探
題
を
咏
す
る
こ
と
容

易
な
り
。
去
り
し
明
治
三
年
庚
午
の
年
東
京
ヘ
出
て
専
ら
和
歌

漢
学
を
研
窮
せ
り
。
去
年
壬
申
の
十
月
宮
内
省
ヘ
出
仕
を
命
ぜ

ら
れ
、
初
め
て
参
朝
の
日
歌
を
奉
れ
と
あ
り
、
又
種
々
の
賜
あ

り
け
る
に

　
　

�

敷
島
の
道
を
そ
れ
と
も
わ
か
ぬ
身
に
危
く
わ
た
る
雲
の
か

け
橋

　
　

�

う
れ
し
さ
を
包
む
袂
に
こ
ぼ
る
る
は
恵
の
つ
ゆ
の
あ
ま
り

な
る
ら
ん

其
後
不
日
に
名
を
歌
と
賜
ひ
け
れ
ば

　
　

�

身
に
つ
み
て
思
ふ
も
や
さ
し
蔭
広
き
大
内
山
に
得
て
し
わ

か
な
を

　
　

�

い
か
に
せ
ん
其
難
波
津
に
さ
く
花
を
名
の
み
な
か
ら
の
は

し
た
な
き
身
を

或
人
云
、
右
女
五
六
歳
の
時
水
戸
の
勇
士
櫻
田
の
事
あ
り
。
弔

歌
数
首
を
咏
せ
し
よ
し
。
其
後
三
四
年
を
歴
て
景
山
老
公
に
贈

官
あ
り
。
其
他
櫻
田
等
忠
死
の
者
を
憐
恤
あ
ら
れ
し
時
に
無
題
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図 3　『郵便報知新聞』第 138号（明治 6年 9月 13日）
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二
十
首
の
詠
歌
あ
り
し
が
前
月
祝
融
の
為
に
其
稿
は
も
と
よ
り

十
数
年
来
の
詠
草
若
干
の
冊
子
も
悉
く
烏
有
に
属
す
。

　

然
る
に
右
に
云
ふ
無
題
二
十
首
の
中
纔
に
五
首
の
記
臆
せ
る

も
の
あ
り
。
十
歳
未
満
の
幼
女
に
し
て
憂
国
の
志
を
見
る
に
足

れ
り
。
今
斯
に
録
し
て
大
方
の
高
覧
に
供
す
。

　
　

�

立
迷
ふ
昨
日
の
雲
は
空
に
消
て
今
朝
あ
ら
は
る
る
筑
波
根

の
峯

　
　

�

武
夫
の
花
と
散
り
に
し
櫻
田
は
吹
く
神
風
の
は
し
め
な
る

ら
ん

　
　

�

皇
国
の
い
し
す
ゑ
と
し
も
柱
と
も
な
る
へ
き
も
の
は
大
和

魂

　
　

�

善
し
と
い
ひ
あ
し
と
聞
き
つ
つ
津
の
国
の
難
波
に
つ
け
て

世
を
想
ふ
か
な

　
　

�

君
か
世
の
猶
永
か
れ
と
繰
り
か
へ
し
祈
る
は
か
り
ぞ
賤
の

を
た
ま
き

（
明
治
六
年
九
月
十
三
日
『
郵
便
報
知
新
聞
』）

　
『
郵
便
報
知
新
聞
』
の
創
刊
は
明
治
五
年
六
月
、
当
初
月
六
回
の

発
行
で
あ
っ
た
が
、
日
刊
と
な
っ
た
の
は
明
治
六
年
、
つ
ま
り
右
記

事
が
掲
載
さ
れ
た
六
月
一
日
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
記
事
に
よ
れ
ば
、

十
月
二
十
三
日
の
最
初
の
参
内
の
日
に
詠
ん
だ
歌
（
二
首
）
を
契
機

と
し
て
、「
不
日
に
」
つ
ま
り
、
あ
ま
り
日
を
経
ず
に
「
歌
子
」
の

名
を
賜
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
栄
誉
に
応
え
た

答
礼
の
歌
二
首
も
記
さ
れ
て
い
る
が
、「
身
に
つ
み
て
思
ふ
も
や
さ

し
蔭
広
き
大
内
山
に
得
て
し
わ
か
な
を
」
の
歌
は
、
先
の
『
明
治
英

銘
百
詠
撰
』
等
の
「
ほ
と
も
な
き
袖
に
は
い
か
が
つ
つ
む
べ
き
大
内

山
に
つ
め
る
若
菜
を
」
の
歌
と
も
異
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
後
の

『
香
雪
叢
書
』
で
は
「
身
に
つ
み
て
…
…
」
の
歌
は
さ
ら
に
変
化
し

た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

4

　
『
香
雪
叢
書
』
第
二
巻
に
収
め
ら
れ
た
宮
中
出
仕
時
代
の
和
歌
は

五
三
九
首
あ
り
、
明
治
五
年
か
ら
十
二
年
ま
で
の
も
の
が
、
新
年
・

春
・
夏
・
秋
・
冬
・
雑
の
部
立
で
配
列
さ
れ
て
お
り
、
一
首
ご
と
の

作
歌
年
代
は
詳
ら
か
で
は
な
い
。
し
か
も
下
田
歌
子
自
ら
精
選
し
た

も
の
で
、『
香
雪
叢
書
』
収
録
の
和
歌
総
数
は
一
〇
〇
〇
余
首
で
あ

る
が
、
こ
れ
は
全
体
の
一
割
に
も
満
た
な
い
と
い
う
。
し
た
が
っ
て
、

晩
年
の
歌
子
に
よ
っ
て
割
愛
さ
れ
た
歌
は
無
数
に
あ
り
、
先
の
「
程

も
な
き
…
…
」
の
歌
も
『
香
雪
叢
書
』
に
は
採
録
さ
れ
て
い
な
い
。

同
書
に
は
「
歌
子
と
い
ふ
名
を
賜
は
り
け
る
を
り
に
」
と
し
て
「
身

に
つ
み
て
お
き
所
な
く
お
も
ふ
か
な
大
内
山
に
た
ま
は
り
し
な
を
」

が
採
録
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
そ
れ
故
、『
香
雪
叢
書
』
に
お

い
て
も
、
歌
子
名
下
賜
の
対
象
と
な
っ
た
歌
は
確
定
す
る
こ
と
が
出

来
な
い
。
こ
の
事
に
就
い
て
西
尾
豊
作
『
下
田
歌
子
傳
』（
昭
和
十
一

年
）
に
は
次
の
よ
う
に
断
定
さ
れ
て
い
る
。
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あ
る
時
、
春
月
な
る
勅
題
を
拝
し
て
、

　
　
　

手
枕
は
花
の
ふ
ゝ
き
に
う
つ
も
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　

う
た
ゝ
ね
さ
む
し
春
の
夜
の
月

女
史
の
こ
の
詠
に
は
昭
憲
皇
太
后
悉
く
感
じ
給
ふ
て
、
名
を
歌

子
と
賜
つ
た
。

　

確
か
に
こ
の
「
春
月
」
の
歌
は
歌
子
の
作
と
し
て
広
く
世
に
知
ら

れ
た
も
の
で
、
国
木
田
独
歩
「
巡
査
（
（（
（

」（
明
治
三
五
年
）
に
は
「
春
月
」

の
漢
詩
バ
ー
ジ
ョ
ン
ま
で
披
露
さ
れ
る
場
面
が
あ
る
。
西
園
寺
公
望

の
護
衛
巡
査
を
モ
デ
ル
と
し
た
好
人
物
の
巡
査
が
、
独
歩
ら
し
き

「
自
分
」
と
一
献
傾
け
な
が
ら
自
作
の
漢
詩
を
「
ど
れ
も
ま
ず
い
な

ア
」
と
言
い
な
が
ら
「
朦
朧
烟
月
の
下
、
一
酔
花
に
対
し
て
眠
る
、

風
冷
や
か
に
夢
驚
き
覚
れ
ば
、
飛
紅
枕
辺
を
埋
む
」
と
吟
じ
、
こ
れ

は
下
田
歌
子
さ
ん
の
何
と
か
い
う
歌
を
翻
訳
し
た
も
の
だ
と
述
べ
て

い
る
。
早
け
れ
ば
明
治
六
年
、
遅
く
と
も
明
治
十
二
年
迄
に
は
詠
ま

れ
た
と
見
ら
れ
る
「
春
月
」
の
歌
が
、
明
治
三
十
年
代
の
中
頃
に

至
っ
て
も
世
に
行
わ
れ
て
い
た
証
左
で
あ
る
。
歌
子
名
下
賜
の
契
機

と
な
っ
た
歌
で
あ
れ
ば
な
お
さ
ら
で
あ
ろ
う
。

　
『
下
田
歌
子
先
生
傳
』（
昭
和
十
八
年
）
に
も
「
巷
間
伝
へ
て
こ
の

詠
に
よ
つ
て
深
く
昭
憲
皇
太
后
の
御
感
に
入
り
、
歌
子
の
御
名
を
賜

は
つ
た
と
い
ふ
の
も
、
強
ち
訛
傳
と
称
す
べ
き
謂
れ
は
あ
る
ま
い
。」

と
述
べ
、
西
尾
説
を
踏
襲
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
に
加
え
て
、

こ
の
一
首
だ
け
で
か
か
る
光
栄
に
浴
し
た
の
で
は
な
く
、「
昭
憲
皇

太
后
の
御
歌
の
御
相
手
を
仰
付
け
ら
れ
、
ま
た
宮
中
の
女
官
達
よ
り

作
歌
の
手
解
き
を
も
乞
は
る
る
ほ
ど
に
そ
の
歌
名
の
高
き
を
致
し
」

た
こ
と
と
、
忠
実
聡
明
な
性
格
と
優
雅
で
節
度
あ
る
挙
措
が
「
い
た

く
高
貴
の
思
召
し
に
叶
つ
た
」
た
め
で
あ
ろ
う
と
推
測
し
て
い
る
。

だ
が
、
皇
后
の
歌
の
御
相
手
を
命
じ
ら
れ
た
の
は
宮
中
出
仕
後
し
ば

ら
く
時
を
経
た
の
ち
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
上
に
、「
春
月
」
の
歌

が
歌
題
か
ら
見
て
明
治
六
年
以
降
で
あ
る
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、

如
上
の
説
は
な
お
疑
問
の
余
地
が
あ
る
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

先
の
『
郵
便
報
知
新
聞
』
の
記
事
か
ら
判
断
す
れ
ば
、
参
内
後

「
不
日
に
名
を
歌
と
賜
」
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は

明
治
五
年
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、「
春
月
」
以
外
の
歌
に
依
っ
て
で

あ
る
と
見
做
す
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
こ
の
『
郵
便
報
知
新
聞
』
の

記
事
を
信
ず
れ
ば
、
そ
の
歌
は
「
敷
島
の
道
を
そ
れ
と
も
わ
か
ぬ
身

に
危
く
わ
た
る
雲
の
か
け
橋
」
と
「
う
れ
し
さ
を
包
む
袂
に
こ
ぼ
る

る
は
恵
の
つ
ゆ
の
あ
ま
り
な
る
ら
ん
」
の
二
首
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
を
裏
付
け
る
根
拠
と
し
て
、
筆
者
が
偶
然
入
手
し
た
『
下
田
歌

子
著
作
集　

香
雪
叢
書
』
全
六
巻
の
「
内
容
見
本
（
（（
（

」
が
あ
る
。
こ
れ

は
、
同
叢
書
の
予
約
募
集
の
た
め
昭
和
七
年
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
、

「
喜
寿
の
年
に
当
り
て
、
知
友
及
門
弟
子
に
申
告
す
」
と
題
す
る
下

田
歌
子
の
一
文
を
冒
頭
に
、
刊
行
趣
旨
お
よ
び
各
巻
の
内
容
解
題
と

組
見
本
を
紹
介
し
た
も
の
で
、
そ
の
第
一
巻
「
歌
集
雪
の
下
草
」
の

解
題
に
次
の
よ
う
な
箇
所
が
あ
る
。
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「
櫻
田
に
思
ひ
の
こ
り
て
今
日
の
雪
」
と
は
、
先
生
五
歳
の

口
ず
さ
み
で
、
其
の
勝
れ
た
気
象
は
、
此
の
時
か
ら
顕
は
れ
て

ゐ
る
が
、
長
じ
て
大
内
山
の
ほ
と
り
に
宮
仕
へ
さ
れ
た
頃
ほ
ひ
、

「
敷
島
の
道
を
そ
れ
と
も
わ
か
ぬ
身
に
危
ふ
く
渡
る
雲
の
か
け

は
し
」
と
い
う
一
首
が
、
お
ほ
け
な
く
も
雲
上
の
御
感
に
入
つ

て
、
当
年
の
平
尾
せ
き
子
は
爰
に
歌
子
と
改
名
す
る
に
至
っ
た
。

　

こ
の
解
題
は
『
郵
便
報
知
新
聞
』
の
記
事
と
一
致
す
る
も
の
で
あ

る
。
し
か
も
下
田
歌
子
存
命
中
の
著
作
集
解
題
で
あ
る
だ
け
に
信
憑

性
の
あ
る
も
の
と
言
え
よ
う
。
当
然
下
田
歌
子
に
よ
る
校
閲
を
経
た

も
の
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
従
来
曖
昧
で
あ
っ

た
歌
子
名
下
賜
の
契
機
と
な
っ
た
歌
は
「
敷
島
の
道
を
そ
れ
と
も
わ

か
ぬ
身
に
危
ふ
く
渡
る
雲
の
か
け
は
し
」（
あ
る
い
は
「
う
れ
し
さ
を

…
…
」
も
含
む
二
首
）
と
考
え
る
事
が
出
来
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

な
お
、『
香
雪
叢
書
』
で
は
「
危
ふ
く
渡
る
」
が
「
か
し
こ
く
渡
る
」

に
変
化
し
て
い
る
。
晩
年
の
歌
子
自
身
に
よ
る
推
敲
で
あ
ろ
う
。
ち

な
み
に
同
叢
書
に
は
「
う
れ
し
さ
を
…
…
」
の
歌
は
収
録
さ
れ
て
い

な
い
。5

　

最
後
に
先
の
『
郵
便
報
知
新
聞
』
よ
り
も
早
い
新
聞
記
事
を
紹
介

し
て
、
宮
中
出
仕
前
後
の
下
田
歌
子
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。

そ
れ
は
明
治
六
年
一
月
の
『
京
都
新
聞
（
（（
（

』
で
あ
る
。

　

○
濃
州
旧
岩
村
藩
今
岐
阜
県
貫
属
士
族
平
尾
某
近
世
東
京
ニ

寄
留
ス
。
其
ノ
女
名
ハ
勢セ

幾キ

去
年
十
八
歳
。
幼
ヨ
リ
国
歌
ヲ
志

シ
同
藩
力
丸
某
ニ
学
ビ
追
々
熟
達
ノ
所
、
先
般
来
朝
ノ
琉
球
正

使
宜
野
湾
朝
保
ナ
ル
人
亦
国
歌
ヲ
善
ス
。
滞
在
中
鹿
児
島
邸
ニ

テ
歌
会
ヲ
催
シ
雅
流
群
集
ス
ル
ニ
勢
幾
並
ニ
婦
女
輩
段
々
出
席

ス
。
正
使
勢
幾
ノ
詠
歌
ヲ
歎
賞
シ
テ
琉
球
紬
一
疋
ヲ
贈
リ
、
其

他
閨
秀
九
名
ヘ
琉
球
木
綿
各
一
段
ヲ
与
フ
。
其
後
十
月
二
十
三

日
宮
内
省
ヨ
リ
御
用
召
ニ
ヨ
ツ
テ
出
頭
シ
十
五
等
出
仕
被
仰
付

候
所
服
飾
ノ
粗
ナ
ル
ヲ
以
テ
辞
ス
ト
モ
苦
シ
カ
ラ
ザ
ル
旨
被
仰

出
、
二
十
九
日
初
テ
拝
命
シ
小
袖
二
（
黒
縮
緬
・
緋
縮
緬
）
白
襯

錦
帯
緋
袴
等
ヲ
拝
領
ス
。
又
皇
后
御
方
ヘ
拝
礼
被
仰
付
物
品
ヲ

下
賜
セ
ラ
レ
宮
内
卿
徳
大
寺
公
ニ
拝
謁
シ
即
日
御
題
ヲ
賜
ハ
リ

歌
ヲ
詠
シ　

天
覧
ニ
供
ス
ル
ニ
御
賞
詞
ノ
上
■
■
■
■
■
御
菓

子
等
ヲ
下
賜
セ
ラ
レ
、
官
女
局
ヨ
リ
モ
下
賜
ノ
物
少
カ
ラ
ズ
。

原
来
宮
中
女
官
ハ
華
族
並
ニ
旧
官
人
ノ
女
ノ
ミ
勤
仕
ス
ル
ニ
、

勢
幾
十
五
等
出
仕
拝
命
ス
ル
ハ
全
ク
能
歌
ノ
一
徳
ナ
リ
。
方
今

文
化
日
新
ノ
秋
、
婦
女
子
ト
雖
モ
文
学
ニ
勉
励
セ
バ
閨
閤
ノ
模

範
ト
ナ
ラ
ン
ト
京
師
留
寓
ノ
旧
岩
村
士
族
某
ヨ
リ
伝
聞
ノ
侭
投

書
ス
。
一
月
十
一
日

（『
京
都
新
聞
』
第
五
六
号　

明
治
六
年
一
月
）

　
『
京
都
新
聞
』
の
創
刊
は
明
治
四
年
五
月
、
木
版
印
刷
で
あ
る
。

右
記
事
掲
載
時
は
未
だ
日
刊
で
は
な
い
。
し
か
し
、
記
事
中
に
京
都
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図 4　『京都新聞』第 56号（明治 6年 1月）
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留
寓
の
旧
岩
村
藩
士
よ
り
の
伝
聞
を
投
稿
し
た
と
あ
り
、
末
尾
に
投

稿
日
と
見
ら
れ
る
「
一
月
十
一
日
」
と
い
う
日
付
が
付
さ
れ
て
い
る
。

平
尾
鉐
宮
中
出
仕
か
ら
数
え
て
三
箇
月
足
ら
ず
の
記
事
で
あ
り
、
し

か
も
京
都
の
新
聞
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
が
興
味
深
い
。
管
見
の
及
ぶ
と

こ
ろ
、
下
田
歌
子
（
平
尾
鉐
）
の
名
が
新
聞
に
現
わ
れ
た
最
初
の
も

の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
も
、
こ
れ
ま
で
の
下
田
歌
子
伝
で
は
触
れ
ら

れ
て
い
な
い
新
事
実
が
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
ま
ず
岩
村
で
は
和
歌
を

同
藩
の
力
丸
某
に
学
ん
だ
と
あ
る
。
従
来
の
歌
子
伝
で
は
大
野
鏡
光

尼
に
師
事
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
で
は
力
丸
某
は
単
な
る
訛
伝

で
あ
ろ
う
か
。
旧
岩
村
藩
士
に
力
丸
吉
次
郎
（
元
長
）
と
い
う
人
物

が
い
る
。
実
践
女
子
大
学
図
書
館
所
蔵
の
下
田
資
料
中
に
、
力
丸
元

長
宛
の
父
平
尾
鍒
蔵
書
簡
（
（（
（

や
力
丸
元
長
の
和
歌
短
冊
が
あ
る
。
さ
ら

に
は
「
力
丸
家
親
類
書
」（
天
保
十
四
年
）
も
保
存
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
か
ら
見
て
、
力
丸
家
と
は
縁
戚
関
係
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
が
、
実
は
父
鍒
蔵
の
祖
父
鍬
蔵
（
它
山
）
は
力
丸
家
か
ら
入
婿
し

た
人
物
で
あ
っ
た
。
と
す
れ
ば
、
歌
子
は
幼
少
よ
り
、
漢
籍
・
漢
詩

を
父
に
学
び
、
和
歌
を
力
丸
元
長
に
師
事
し
た
こ
と
も
充
分
に
考
え

ら
れ
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
興
味
深
い
の
は
、
琉
球
使
節
宜
野
湾
朝

保
に
よ
る
鹿
児
島
藩
邸
に
お
け
る
歌
会
の
記
事
で
あ
る
。
こ
の
歌
会

に
お
い
て
平
尾
鉐
の
歌
が
高
い
評
価
を
受
け
褒
賞
さ
れ
た
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
た
。
お
そ
ら
く
鉐
に
と
っ
て
は
こ
う
し
た
格
式
あ
る
歌

会
へ
は
初
め
て
の
参
加
で
あ
ろ
う
。
こ
の
琉
球
使
節
は
正
式
に
は
維

新
慶
賀
使
（
（（
（

と
言
い
、
正
使
伊
江
王
子
朝
直
・
副
使
宜
野
湾
朝
保
一
行

が
明
治
五
年
七
月
二
十
五
日
琉
球
を
出
発
、
九
月
三
日
に
東
京
に
到

着
し
て
い
る
。
そ
し
て
十
四
日
明
治
天
皇
に
初
め
て
拝
謁
、
琉
球
藩

が
設
置
さ
れ
、
尚
泰
王
が
藩
主
と
し
て
華
族
に
列
せ
ら
れ
東
京
藩
邸

も
与
え
ら
れ
た
が
、
使
節
は
関
係
の
深
い
薩
摩
藩
邸
な
ど
に
滞
在
し

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
と
す
れ
ば
、
こ
の
歌
会
に
は
当
然
の
こ
と
な

が
ら
、
薩
摩
藩
士
八
田
知
紀
も
列
席
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

鉐
の
出
席
は
師
知
紀
に
よ
る
慫
慂
の
可
能
性
が
高
い
。
そ
れ
ば
か
り

で
な
く
、
宜
野
湾
朝
保
も
古
く
か
ら
八
田
知
紀
に
師
事
し
た
歌
人
で

も
あ
っ
た
。
宜
野
湾
朝
保
は
明
治
九
年
五
十
四
歳
で
没
し
た
が
、
没

後
『
松
風
集
（
（（
（

』
が
編
ま
れ
た
。
同
書
に
付
さ
れ
た
略
伝
に
よ
れ
ば
、

安
政
五
年
に
公
務
に
よ
り
薩
摩
に
赴
き
八
田
知
紀
と
交
わ
り
師
事
し

た
と
い
う
。
ま
た
、
慶
賀
使
と
し
て
上
京
の
節
「
吹
上
離
宮
ノ
御
歌

会
に
陪
シ
御
兼
題
当
座
ヲ
詠
進
（
（（
（

シ　

叡
感
ヲ
蒙
ル
」
と
あ
る
。
こ
の

吹
上
離
宮
で
の
御
歌
会
の
点
者
が
、
既
に
四
月
か
ら
歌
道
御
用
掛
を

命
じ
ら
れ
て
い
た
八
田
知
紀
で
あ
っ
た
こ
と
を
想
起
す
れ
ば
、
前
後

し
て
開
催
さ
れ
た
鹿
児
島
藩
邸
で
の
歌
会
も
八
田
が
点
者
を
勤
め
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。『
京
都
新
聞
』
の
記
事
は
こ
の
歌
会
の
後
、
平

尾
鉐
の
宮
中
出
仕
の
事
に
続
く
の
だ
が
、
こ
れ
を
推
挙
し
た
の
も
八

田
知
紀
で
あ
っ
た
こ
と
は
既
に
述
べ
た
ご
と
く
で
あ
る
。『
京
都
新

聞
』
の
記
事
に
は
八
田
知
紀
の
名
は
現
れ
な
い
が
、
こ
う
し
た
一
連

の
動
き
を
見
る
と
、
平
尾
鉐
の
宮
中
出
仕
に
は
師
知
紀
の
周
到
な
配
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慮
が
働
い
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

　

再
び
記
事
に
戻
れ
ば
、
参
内
の
日
に
歌
を
詠
み
、
天
覧
に
供
せ
ら

れ
た
上
に
御
賞
詞
を
賜
り
、
数
々
の
品
を
下
賜
さ
れ
た
こ
と
が
報
じ

ら
れ
て
い
る
が
、「
歌
子
」
の
名
を
下
賜
さ
れ
た
こ
と
に
は
触
れ
ら

れ
て
い
な
い
。
こ
の
時
点
で
は
京
都
ま
で
そ
の
こ
と
が
伝
わ
っ
て
い

な
か
っ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
詳
細
は
不
明
と
言
う
他
は
な

い
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
記
事
中
に
は
五
字
分
の
黒
く
抹
消
さ
れ
た
箇

所
が
あ
る
。
こ
こ
に
は
ど
の
よ
う
な
文
字
が
あ
っ
た
の
か
？
そ
し
て

何
故
抹
消
さ
れ
た
の
か
？
興
味
深
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。「
歌
子
の
名

と
」
と
で
も
あ
っ
た
の
で
は
な
ど
と
、
都
合
の
良
い
推
測
を
し
て
み

た
く
も
な
る
が
、
こ
れ
は
根
拠
の
な
い
憶
測
に
過
ぎ
な
い
。
こ
の

『
京
都
新
聞
』
の
記
事
の
眼
目
は
平
尾
勢
幾
（
鉐
）
と
い
う
華
族
や

公
家
で
も
な
い
小
藩
の
武
家
の
娘
が
、
文
学
の
才
能
ゆ
え
に
十
八
歳

で
異
例
の
宮
中
出
仕
を
果
た
し
た
こ
と
を
「
文
化
日
新
」
の
世
に
お

け
る
女
性
の
鑑
と
し
て
称
揚
す
る
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

平
尾
鉐
の
「
歌
子
」
名
下
賜
の
契
機
と
な
っ
た
歌
は
、
初
め
て
参

内
し
た
日
に
詠
ん
だ
「
敷
島
の
道
を
そ
れ
と
も
わ
か
ぬ
身
に
危
う
く

わ
た
る
雲
の
か
け
は
し
」
と
も
う
一
首
「
う
れ
し
さ
を
包
む
袂
に
こ

ぼ
る
る
は
恵
の
つ
ゆ
の
あ
ま
り
な
る
ら
ん
」
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
こ

れ
ま
で
の
論
述
で
ほ
ぼ
確
実
と
言
っ
て
よ
か
ろ
う
。
そ
れ
で
は
「
歌

名
を
下
賜
さ
れ
た
の
は
何
時
の
こ
と
と
見
れ
ば
よ
い
の
か
。
即
日
と

い
う
よ
り
は
先
の
『
郵
便
報
知
新
聞
』
の
記
事
の
ご
と
く
「
其
後
不

日
に
し
て
」
と
少
し
間
を
置
い
た
後
と
考
え
た
方
が
よ
か
ろ
う
。
現

在
の
と
こ
ろ
、
そ
の
日
付
け
を
確
定
す
る
根
拠
を
持
た
な
い
が
、
実

践
女
子
大
学
図
書
館
所
蔵
の
下
田
資
料
に
明
治
五
年
十
二
月
十
日
付

の
父
平
尾
鍒
蔵
書
簡
（
（（
（

が
あ
る
。
宛
名
は
「
平
尾
歌
子
4

4

と
の
へ
」（
傍

点
小
林
）
と
な
っ
て
い
る
。
と
す
れ
ば
、
遅
く
と
も
十
二
月
十
日
以

前
に
は
既
に
「
歌
子
」
名
を
下
賜
さ
れ
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
が
、

そ
れ
以
上
の
こ
と
は
現
在
の
と
こ
ろ
こ
れ
を
確
定
す
る
こ
と
は
出
来

な
い
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
平
尾
鉐
（
下
田
歌
子
）
の
宮
中
出
仕
と
歌
子

名
の
下
賜
と
い
う
出
来
事
は
、
新
聞
と
い
う
新
し
い
メ
デ
ィ
ア
に

よ
っ
て
、
こ
う
し
て
先
ず
世
に
知
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

注（1
）　

下
田
歌
子
著
作
集
と
し
て
歌
子
の
喜
寿
を
記
念
し
て
昭
和
七
年
よ

り
実
践
女
学
校
出
版
部
よ
り
刊
行
。
全
六
巻
。

（
2
）　

昭
和
十
一
年
十
二
月
刊
。
咬
菜
塾
発
行
。
著
者
西
尾
豊
作
に
は
、

こ
れ
よ
り
先
『
東
條
琴
臺
』（
大
正
七
年
二
月
）
が
あ
る
。

（
3
）　

実
践
女
学
校
故
下
田
校
長
先
生
伝
記
編
纂
所
篇
。
昭
和
十
八
年
十

月
刊
。
非
売
品
。

（
4
）　

拙
稿
「
東
條
琴
臺
・
下
田
歌
子
と
森
鷗
外
」（
実
践
女
子
大
学
国

文
科
会
『
り
ん
ど
う
』
二
〇
一
三
年
七
月
）

（
5
）　

高
崎
正
風
『
歌
も
の
が
た
り
』（
遠
山
稲
子
篇
、
明
治
四
十
五
年

五
月
・
東
京
社
）
に
よ
れ
ば
、
鹿
児
島
時
代
、
八
田
知
紀
に
懇
篤

に
指
導
を
受
け
る
よ
う
に
な
り
、
時
に
は
田
舎
の
弟
子
や
琉
球
の
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門
人
達
の
詠
草
を
添
削
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。
後
述
の
宜

野
湾
朝
保
な
ど
も
、
琉
球
帰
島
後
は
そ
う
し
た
書
簡
に
よ
る
門
人

の
一
人
で
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
6
）　

中
島
歌
子
は
明
治
三
十
六
年
一
月
六
十
三
歳
を
以
て
没
し
た
が
、

没
後
明
治
四
十
一
年
三
月
に
門
下
三
宅
龍
子
（
花
圃
）
に
よ
り

『
萩
の
し
つ
く
』（
和
歌
お
よ
び
随
筆
集
）
が
刊
行
さ
れ
た
。

（
7
）　

明
治
二
十
七
年
三
月
の
「
塵
之
中
日
記
」
末
尾
に
入
塾
の
頃
の
回

想
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
当
初
父
の
知
人
遠
田
澄

庵
か
ら
歌
子
と
い
う
人
を
勧
め
ら
れ
た
が
、
姓
も
居
所
も
知
ら
ず
、

知
人
に
聞
い
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
は
下
田
歌
子
だ
と
言
わ
れ
、
入
門

の
周
旋
を
し
て
も
ら
っ
た
が
、「
下
田
ぬ
し
は
当
時
華
族
女
学
校

の
学
監
と
し
て
寸
暇
な
く
内
弟
子
と
し
て
は
取
り
が
た
し
学
校
の

方
へ
参
ら
せ
給
は
ば
」
と
の
返
事
に
断
念
、
し
ば
ら
く
し
て
再
び

遠
田
に
聞
い
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
は
中
島
歌
子
の
事
だ
と
言
わ
れ
、

漸
く
萩
の
舎
へ
の
入
門
が
叶
っ
た
と
い
う
。

（
8
）　

篠
田
仙
果
編
・
生
田
芳
春
画
『
明
治
英
銘
百
詠
撰
』
明
治
十
二
年

十
月
、
文
泉
堂
刊
。
引
用
に
当
り
、
通
行
の
字
体
に
改
め
た
。

（
9
）　

安
井
乙
熊
篇
・
松
斎
吟
光
画
『
明
治
英
明
百
人
首
』
明
治
十
四
年

四
月
、
錦
松
堂
刊
。
引
用
に
当
り
、
通
行
の
字
体
に
改
め
た
。

（
10
）　

野
口
竹
次
郎
編
と
し
て
第
一
編
が
明
治
二
十
三
年
一
月
、
第
二
編

が
同
年
十
二
月
、
弟
三
編
が
二
十
六
年
七
月
、
博
文
館
か
ら
発
行

さ
れ
、
各
篇
に
下
田
歌
子
の
歌
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ

れ
に
続
く
佐
々
木
信
綱
撰
『
明
治
歌
集
』
三
冊
（
明
治
二
七
年
、

博
文
館
）
に
も
下
田
歌
子
の
歌
が
多
く
採
録
さ
れ
て
い
る
。

（
11
）　

駅
逓
頭
前
島
密
が
郵
便
局
を
通
じ
て
集
め
た
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
を
載

せ
る
た
め
発
行
さ
せ
た
も
の
で
、
記
事
中
の
「
或
人
云
」
以
下
に

紹
介
さ
れ
て
い
る
歌
子
幼
少
の
頃
の
才
媛
ぶ
り
も
興
味
深
い
も
の

が
あ
る
。

（
12
）　

明
治
三
十
五
年
一
月
『
小
柴
舟
』
に
発
表
。
独
歩
は
前
年
に
竹
越

三
叉
の
紹
介
で
神
田
駿
河
台
の
西
園
寺
公
望
邸
に
寄
寓
し
た
が
、

「
巡
査
」
は
こ
の
時
懇
意
に
な
っ
た
西
園
寺
家
の
護
衛
巡
査
高
野

某
と
の
交
流
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。

（
13
）　
『
下
田
歌
子
著
作
集　

香
雪
叢
書
』
全
六
巻
予
約
出
版
の
た
め
の

内
容
見
本
。
写
真
、
組
見
本
を
含
め
全
十
八
頁
。「
予
約
締
切
…

昭
和
七
年
九
月
三
十
日
限
」
と
あ
り
、
予
約
申
込
所
は
帝
国
婦
人

協
会
実
践
女
学
校
出
版
部
で
あ
る
。
因
み
に
「
内
容
見
本
」
で
は
、

第
一
巻
が
「
歌
集
雪
の
下
草
」
第
二
巻
が
「
紀
行
随
筆
よ
も
ぎ
む

ぐ
ら
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
実
際
に
出
版
さ
れ
た
も
の
で
は
、
一

巻
と
二
巻
の
内
容
が
入
れ
替
わ
っ
て
い
る
。

（
14
）　

初
め
『
京
都
新
報
』、
京
都
留
寓
の
旧
岩
村
藩
士
か
ら
の
伝
聞
を

投
書
し
た
、
と
あ
る
が
、
記
事
内
容
は
詳
細
で
信
憑
性
も
高
い
。

本
文
に
記
し
た
「
力
丸
某
」
に
関
す
る
記
述
ば
か
り
で
な
く
、
宮

中
出
仕
の
日
付
に
関
し
て
も
十
月
二
十
三
日
と
明
記
し
て
い
る
が
、

実
践
女
子
大
学
「
下
田
資
料
」
に
保
存
さ
れ
て
い
る
辞
令
に
「
平

尾
鉐
）　

十
五
等
出
仕
申
付
候
事
）　

壬
申
十
月
廿
三
日
）　

宮
内

省
」
と
あ
り
一
致
す
る
。
東
京
か
ら
如
何
な
る
ル
ー
ト
で
こ
の
よ

う
な
情
報
が
も
た
ら
さ
れ
、
か
か
る
記
事
と
な
っ
た
の
か
、
興
味

深
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

（
15
）　

慶
応
四
年
三
月
十
九
日
付
の
書
簡
下
書
き
で
、
平
尾
家
勤
皇
の
儀

を
岩
倉
様
へ
お
取
倣
し
を
請
う
と
い
う
内
容
の
も
の
で
あ
る
。

（
16
）　

木
村
礎
他
編
『
藩
史
大
事
典
』
第
七
巻
（
昭
和
六
三
年
七
月
、
雄

山
閣
出
版
）

（
17
）　

編
集
兼
発
行
者
は
護
得
久
朝
置
、
印
刷
兼
発
行
者
は
加
藤
安
彦
。

明
治
二
十
三
年
十
二
月
出
版
。
私
家
版
。
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「
八
田
翁
の
七
十
賀
に
寄
桃
祝
」
と
し
て
「
わ
か
や
と
の
桃
の
は

な
さ
へ
君
か
へ
ん
千
世
の
林
と
な
り
に
け
る
哉
」
な
ど
知
紀
ヘ

贈
っ
た
歌
も
幾
つ
か
採
録
さ
れ
て
い
る
。

（
18
）　

こ
の
宮
中
吹
上
御
苑
歌
会
に
お
い
て
、
宜
野
湾
朝
保
は
、「
水
石

契
久
」（
兼
題
）
を
「
動
き
な
き
御
代
の
こ
こ
ろ
の
巌
が
ね
に
掛

け
て
絶
え
せ
ぬ
滝
の
白
糸
」
と
詠
み
、「
紅
葉
如
酔
」（
当
座
題
）

を
「
汲
み
か
は
す
ま
ど
ゐ
の
外
の
も
み
ぢ
ま
で
ゑ
ひ
の
さ
か
り
と

み
ゆ
る
け
ふ
か
な
」
と
詠
ん
だ
と
い
う
。（『
江
戸
時
代
人
づ
く
り

風
土
記
』
47　
「
沖
縄
」。
一
九
九
三
年
三
月
、
農
文
協
）

（
19
）　

字
引
な
ど
の
品
を
届
け
た
折
に
付
さ
れ
た
書
簡
。
御
奉
公
の
心
構

え
や
皇
后
の
御
側
近
く
に
仕
え
る
栄
誉
、
仙
台
に
い
る
下
田
猛
雄

と
の
連
絡
な
ど
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
き
わ
め
て
興
味
深

い
の
で
、
一
部
紹
介
し
て
置
く
。（
句
読
点
は
適
宜
補
う
と
共
に
、

通
行
の
字
体
に
改
め
た
箇
所
も
あ
る
。）

去
ル
六
日
ニ
遣
ハ
さ
れ
た
る
弐
通
の
書
状
一
々
承
知
致
し
候
。

只
々
御
奉
公
大
切
ニ
身
躰
ヲ
養
生
し
て
、
心
ヲ
寛
大
ニ
も
ち

候
外
無
之
候　

○
小
藩
ノ
微
身
に
し
、
皇
后
様
の
御
側
ニ
給

事
す
る
こ
と
誠
に
以
テ
面
北
之
至
り
也
。
難
有
事
な
ら
ず
や
。

随
分
□
□
す
べ
し
。
感
状
中
ハ
一
々
ニ
承
知
す
れ
ど
も
返
事

ハ
略
し
申
し
候
。（
以
下
二
行
抹
消
）
○
是
迄　

皇
后
様
の

御
小
姓
ハ
御
歴
々
の
よ
し
、
左
も
あ
る
べ
し
。
其
御
小
姓
ハ

今
ハ
な
き
か
あ
る
か
、
あ
ら
ば
何
と
い
ふ
人
ニ
テ
何
位
の
御

方
の
御
子
ナ
ル
ヤ
。
又
女
嬬
ぐ
ら
い
ニ
テ
ハ
御
次
キ
の
間
ま

で
な
ら
で
は
ま
ゐ
れ
ず
云
々
、
左
も
あ
る
べ
し
。
此
度　

皇

后
様
の
御
側
ま
で
出
る
ニ
付
テ
ハ
女
嬬
ニ
ハ
あ
ら
ず
し
て
、

御
小
姓
ニ
も
あ
ら
ず
、
只
御
書
籍
掛
り
と
唱
え
る
役
か
。
又

問
ふ
、
女
嬬
の
上
席
ハ
十
何
等
な
る
ヤ
、
夫
レ
等
の
事
も
追

て
承
り
度
候
也
。
○
今
日
ハ
兼
て
し
た
た
め
た
る
手
紙
ヲ
遣

ハ
さ
る
べ
し
。（
以
下
省
略
）

　
　
　
　
　
　
　

十
二
月
十
日
夜

　
　
　
　

平
尾
歌
子
と
の
へ　
　
　
　
　
　
　

同　
　

鍒
蔵

　
　
　
　
　
　
　
　

字
引
并
単
物
添

＊
図
版
に
関
し
て
は
、
図
1
・
図
2
は
そ
れ
ぞ
れ
初
版
本
か
ら
、
図
3
・

図
4
の
新
聞
図
版
は
、
鈴
木
雄
雅
監
修
『
日
本
初
期
新
聞
全
集
』
全
64

巻
・
補
巻
2
・
別
巻
1
（
平
成
二
年
・
ぺ
り
か
ん
社
）
か
ら
転
写
し
た

も
の
で
あ
る
。（

実
践
女
子
大
学
図
書
館
長
・
同
短
期
大
学
教
授
）


